
文

化

財

を

火

災

か

ら

守

れ

！

一
月
二
十
二
日
、
日
吉
町
殿
田

の
日
吉
神
社
で
南
丹
市
消
防
団
日

吉
支
団
、
園
部
消
防
署
を
は
じ
め
、

昨
年
三
月
に
結
成
さ
れ
た
地
元
消

防
協
力
隊
や
神
社
関
係
者
の
参
加

で
、
神
社
裏
の
山
林
か
ら
の
出
火

を
想
定
し
、
本
番
さ
な
が
ら
の
文

化
財
防
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

煙
発
生
機
に
よ
る
煙
で
緊
張
感

が
広
が
る
中
、
地
元
消
防
協
力
隊

が
消
火
器
と
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
初

期
消
火
活
動
と
文
化
財
の
搬
出
を

行
い
、
ホ
ー
ス
を
つ
な
い
で
駆
け

つ
け
た
消
防
団
員
が
山
林
に
向
か

っ
て
勢
い
よ
く
放
水
し
ま
し
た
。

ま
た
、
園
部
、
八
木
で
も
訓
練

が
行
わ
れ
、
消
防
団
と
地
元
住
民

ら
の
協
力
に
よ
っ
て
大
切
な
財
産

を
守
る
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

新

春

を

祝

い

賀

詞

交

換

会

一
月
四
日
、
南
丹
市
国
際
交
流
会

館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
、
船
井
青
年

会
議
所
主
催
の
「
第
二
十
三
回
新

春
賀
詞
交
換
会
」
が
南
丹
市
・
京
丹

波
町
の
二
百
人
を
超
え
る
各
団
体

代
表
ら
の
参
加
の
も
と
、
厳
か
な
雰

囲
気
の
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
和
知
太
鼓
の

披
露
に
始
ま
り
、
船
井
J
C
桐
野
理

事
長
が
「『
明
る
い
豊
か
な
社
会
の

創
造
』を
モ
ッ
ト
ー
に
行
政
、
住
民

の
方
々
と
協
調
し
な
が
ら
、
ま
ち

づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く
」
と
挨
拶

を
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
小
橋
昭
彦
氏
に
よ

る「
地
域
内
の
交
流
を
深
め
情
報
交

換
を
行
う
事
の
大
切
さ
」
と
題
す
る

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

が
集
ま
り
第
一
回
四
町
合
併
協
議

会
を
開
催
さ
れ
て
以
来
、
多
く
の

議
論
を
重
ね
ら
れ
、
七
月
八
日
に

四
町
社
協
合
併
契
約
書
調
印
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
十
月
十
三
日
に

は
京
都
府
よ
り
合
併
の
認
可
を
受

け
て
、
社
会
福
祉
法
人
南
丹
市
社

会
福
祉
協
議
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。

開
所
式
に
先
立
っ
て
、
来
賓
の

方
々
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
お
よ

び
看
板
除
幕
式
が
行
わ
れ
、
新
た

な
社
会
福
祉
協
議
会
誕
生
の
喜
び

を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
麻
田
会
長
が
「
南
丹

市
域
の
福
祉
の
向
上
と
充
実
を
図

り
、
南
丹
市
民
の
期
待
に
こ
た
え

て
い
き
た
い
。」
と
式
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

一
月
四
日
、「
南
丹
市
社
会
福
祉

協
議
会
開
所
式
」
が
南
丹
市
日
吉

は
ー
と
ぴ
あ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
三
月
四
日
に
園
部
町
・
八
木

町
・
日
吉
町
・
美
山
町
の
各
社
協
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手
を
取
り
合
っ
て
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会
業
務
ス
タ
ー
ト

喜
び
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

看
板
の
除
幕

手
際
よ
い
操
作
で
放
水

決
意
を
述
べ
る
桐
野
理
事
長


